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北澤一伯
Kazunori KITAZAWA 1949~

灰に書く稗史のように

タイトル：段丘地の台座
素材：集合材　ガラス　鉄鋼材　砥石　薊　蜜蝋
サイズ：300x300x40cm
場所：アンフォルメル中川村美術館アトリエ棟
http://www.informelmuseum.com
長野県上伊那郡中川村

北澤一伯 Kazunori Kitazawa 1949 年長野県伊那市生れ
発表歴：
1971年から作品発表。74年〈台座を失なった後、台座のかわりを、何が、するのか〉彫刻制作。80年より農村地形と〈場所〉論をテーマにインスタレーション「囲繞地（いにょうち）」制作。94年以後
2008年 12月までの約 14年間、廃屋と旧家の内部を「こころの内部」に見立てて美術空間に変える。
『「丘」をめぐって　死んだ水うさぎ』連作を制作。同期間、長野県安曇市穂高にある民家に住みながら、その家の内部を「こころの内部」の動きに従って改修することで、「こころの闇」をトランスフォーム
する『「丘」～』連作「残侠の家」を制作。その他、彫刻制作の手法と理論による「脱構築」連作として 1998年下伊那郡高森町「本島甲子男邸 36時間プロジェクト」がある。地域美術界に対する新解釈と
して「いばるな物語」連作。戦後の都市近郊における農業事情を読む「植林空間」。また、生家で体験した山林の境界や土地の権利をめぐる問題を、「境（さかい）論」として把握し、口伝と物質化を試みて、
レコンキスタ（失地奪還／全てを失った場所で、もう一度たいせつなものをとりもどす）プロジェクトを持続しつつ、95年 NIPAF’ 95 に参加したセルジ . ペイ（仏）のパフォーマンスから受けた印象を展
開し、03年より「セルジ . ペイ頌歌シリーズ 」を発表している。2009年 9月第 1回所沢ビエンナーレ美術展引込線（所沢）4th 街かど美術館 2009アート@つちざわ土澤（岩手県花巻市）2012年 6月
「池上晃事件補遺No5　刺客の風景」（長野県伊那北高校薫ヶ丘会館）7月「くりかえし対立する世界で白い壁はくりかえしあらわれる「固有時と固有地」 連作No７（長野市松代大本営地下壕跡）
2015年 Nine Dragon Heads( 韓国 ) のメンバー企画として第 56回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展にて展示。
同年７月、Nine Dragon Heads に参加。韓国水原市にVoid house( なにもない家 )を制作した。2016年 6月「いばるな物語」連作の現場制作。　伊那北高校薫ケ丘会館
同年 7月　個展　「　段丘地　四徳　折草　平鈴」　アンフォルメル中川村美術館（長野県上伊那郡中川村）

2017 11 月　ナガノオルタナティブ 2017「プリベンション」03 北澤一伯展 @ FLATFILESLASH Warehouse Gallery 開催予定

　上伊那郡中川村の『中川村誌中巻（原始・古代史編／中世編／近世編）』は、中世編第二節で鎌倉幕府の滅亡から南北朝対立に関わる北条時行の幼名
亀寿丸の隠遁地に、同村の四徳殿小屋の殿屋敷と鎌倉屋敷をコラムで示し、南北朝時代と中川村との関わりについて記録している。
　そこには、隠遁地の伝説として伊那市高遠や下伊那郡大鹿村とともに、伊那市富県福地時行屋敷をあげてある。場所の特定はできないが、私の出生
地であり現住所である富県南福地と関係が強いと考えられる。『長野県上伊那郡誌歴史編』や 2015 年に編纂された『南福地ものがたり（南福地地名研
究グループ）』にも、同様の記述を確認でき興味深い。
　天竜川水域の東岸に位置しているそれらの地形より、水源諏訪湖に繫がる地貌がある事を認識したことが、中川村と私が空間的なつながりを感じる
発見だったと思う。
　同時に、栄枯盛衰を繰り返す伊那の豪族の地政の、天竜川の東岸と西岸に別れ、また合流し南北へと運動するダイナミズムを想定する時、美術とい
う西洋の思考が、極東の島国の中央に位置する伊那谷へ浸透していく道筋を考察する興味に搦めとられてしまうようだ。
　日本近現代美術史を研究している北澤憲昭氏の『眼の神殿　美術出版社』によると美術という言葉自体が、日本の 18７3年ウィーン万博参加にあた
り、その出品区分を訳出する時、ドイツ語の Schöne Kunst の訳語として「美術」と造語した物だと綿密に論証している。
　また、日本の絵画は「唐絵̶倭絵」というように、中国の絵画との対比で存在してきたが、アメリカの美術研究家アーネスト・フェノロサ
(1853~1908) の 1882 年に英語で行った講演と、同年出版した『美術真説』』をきっかけとして、「日本画」という言葉が生まれたという。北澤氏は講
演の関係資料の中に「日本画」に対応する「Japanese Pictures 」という語を見つけ「日本画」とは英語からの翻訳語であったと類推している。
　つまり、「西洋画（油絵）」との対比で「日本画」という翻訳語が一般化されたわけだが、そのきっかけが翻訳語の使用だった事を重視して、明治以
後の近代国家形成近代思想の展開、もしくは資本主義の形成とパラレルな関係で「日本的な美術」は形成されたと考えられるというのだ。
　折草峠に句碑のある井上井月に「灰に書く西洋文字や榾明かり」という俳句がある。囲炉裏の火箸でアルファベットを書いたのだろうか。伊那谷の
山村生活に、文明開化の時流で西洋が進入してくる様子を活写して余るなにかを感じる。
稗史とは正史には書かれない歴史書のことだが、どこかで灰に書かれた物語を読むような連想を日本美術史の間隙に持つのは，西欧も極東も、私が依っ
て立つ場所への眼差しよりも、高く浮いて流れて観えるためだ。
　亀寿丸隠遁の屋敷跡を探して迷い込んだ四徳川上流の平鈴。森林の起伏には耕作地であったことが認められる。
　昭和 36年の三六災害における四徳川の氾濫は多くの事物を押し流した。現在、七百年の歴史をもつ落人集落といわれた四徳は無住の谷である。幾
つかの跡地に残された石碑などを見るにつけ、いかなる失地にも粗末にできないものが残されていると思う。
　流動と流失の場所を内包する段丘地。立ち上がる地形と地質から眺望できる風景の前にたつ時の空間感覚は身震いするほどである。
中川村誌を手がかりに場所の記憶を稗史として把握し、自分自身の内面と共有できるインスタレーション／彫刻を組立てる。場所はアンフォルメル中
川村美術館アトリエ棟。建築家・毛綱毅曠（1941～2001）設計の建築物の内部である。

photo by Kazunori Kitazawa

おとなになる

 今井あみ
Ami IMAI 1990~

おとなになるために
ギューッとこどもをしぼりだす

おとなになるために
スーッとひとりでにでてきて、ポロッととれたりする

はやくおとなになりたかったから
もうすぐとれそうなのを「えいっ」って、とった
まだくっついていたのにムリにひっぺがしたもんだから、炎症がおきて余計
に長引いた

おとなになるために排出する
それは、ぷるんぷるんのゼラチンみたいな
うっすらとピンク色で跳ねたり、めり込んだりもする
飛んだり跳ねたりしながら徐々に沈殿していく

・・・カピカピに干からびてきた
これだけ排出したからかな、中身が空っぽになった

沈殿したものに根っこみたいなものをのばして、チュルルーッと吸う

そうしてまた
おとなになるために
ギューッとこどもをしぼりだす

今井あみ Ami Imai
1990 年うまれ
長野市出身
表現するひと
略歴（概略）表現することをつづけている。
絵画、文章、焼き物など、表現方法を模索している。

imaiami1990@gmail.com
imaiami.net

備仲臣道　Binnaka Shigemichi 1941~
韓国忠清南道大田生まれ 著述業

甲府第一高等学校卒　山梨時事新聞記者　月刊新山梨編集発行人
2006年、第 6回内田百閒文学賞優秀賞受賞

著書　『蘇る朝鮮文化』（明石書店）『高句麗残照』（批評社）『司馬遼太郎と朝鮮』（批評社）
『ある在朝日本人の生涯』（社会批評社）『内田百閒文学散歩』（皓星社・2013年 8月）ほか 5冊。

kazenonagune@yahoo.co.jp

『艶本ラプソディー』皓星社・刊、１４００円+税。2016年 6月 29日発売。
江戸軟文学に魅せられ、艶本を刊行して 50年、

坂本篤の発売禁止、罰金、逃亡、入獄に彩られた 70余年の生涯を描く初の評伝。
＊書店にない場合は出版社にお申し付けください。

皓星社　東京都千代田区神田神保町３－１０　03-6272－9330

月夜

　月が出ていた。大きな白い満月が空の中心にあって、道ばかりか辺りの

景色までもみんな白かった。右には電車の線路がまっすぐに走っていて、

道との境は柵で仕切られている。もともと白く塗ってあるのか、月の光の

ためなのか、それは知らないけれど、まっ白な墓標の列がどこまでも続い

ているように思われた。反対側には家並みがひしめいて、どの窓にも明る

い灯が見えずに寝静まっているのは、もうかなり遅い時刻だからである。

李朝白磁の白さにいろんな表情があるように、かすかに青かったり暖かく

淡い朱色だったりして、月下の家々はひっそりと息をしていた。

　月の光は小さな粒になって舞い落ちてくるようで、視界のすべてがきら

きらとしている。じっと道ばかりを見つめて歩いていると、いつの間にか

自分の足音さえ聞こえない、深いところへ降りていくかのようにも思えた。

最後の夜に見る風景としては、おあつらえ向きと言っていい美しさである。

　白い道を踏みしめながら歩いてゆく、この先のかすかに青黒い森の辺り

に、今夜の目標がある。右の手をコートの下に入れて、胸の上を押さえて

みると、確かに硬いものがあった。しかし、この匕首は武器ではなく、失

敗したときの用心のためである。

　目標は現政権の中枢にいる要人で、今夜は女と二人で隠れ家にいるのだ

と聞いてきた。いつもは何人もの屈強な護衛に囲まれているのだが、ここ

へやってくるときは決まって一人である。隠れ家の周囲のどこにも監視の

目が光っていないということは、そこを受け持つ新聞販売店に潜入した若

者の、時間をかけた入念な調査によって明らかになっていた。

　彼の寝所に忍び込むが早いか、たちまち決着をつけなければならないの

は言うまでもないが、目標のほかに誰がいようとも、殺すのはもとより、

傷つけてさえもいけない。それがこの世界の正統な掟であって、無差別に

人を殺すのは邪道である。人間の解放という崇高な目的のために、最も非

人間的な殺人を手段とするからには、自分もまた死ぬのだということを受

け入れたうえでのことであるが、その前に、こんなにも、がんじがらめに

独裁的強権に押さえつけられていては、こういう手段のほかには道が残さ

れていない、そこまで追い込まれているという、明確な認識があった。

　目標の彼に喰らわせるのは匕首ではなく鉛の弾丸であって、それは腰の

後ろの革のケースに納めた拳銃に装填されている。愛用のベレッタ二二口

径は、もとは金持ちの護身用だったらしく、銃身を覆う遊底はもちろん、

弾倉を包むにぎりの部分も、銀塊をくり抜いて作られ、手の平に入るほど

に可愛い。木の葉や唐草によく似た細かい、いかにもイタリアらしい執拗

な毛彫りの文様で飾られていた。

　腰のケースからベレッタを抜いてみると、月の光を跳ね返して、銀色の

小さな粒が辺り一面へ無数に散らかった。やがて、道も家並も線路の柵も、

そうして、月さえも銀色に染まって、すべてはベレッタに彫られた風景に

見えた。雪が降りこめたような一面の銀世界は白く美しく輝き、右も左も

上下さえもない明るさの中に、わが身は浮いていると思った。目標に向かっ

てまた歩き出すと、足が白い地を踏まないうちに沈み込み、どこまでもい

つまでも、銀色の闇の中を沈んでいくのであった。

備仲臣道
Shigemichi BINNAKA 1941~

　人は頭のみにては生かず、心にても生く。頭のみにて描きしゑはゑしの
半らをあらはすばかりなり、全くせず。
　ゑしの描かむとすることは大事ならず。ゑしの奥があらはることが大事
なり。
　ゑしに就いて何事かたづぬ、ゑしの応へて云はく、ゑにあらはれけり、
ゑが我なるゆゑ、と。
　ただ己がこころにしむもの、懐くもの、奥より求むものをこそゑに描く
べけれ。

たかはしびわ
Biwa TAKAHASHI 1972 ~

わたしの世界　アクリル、10×10 センチ板、2016 年制作

たかはしびわ Biwa Takahashi
画家
1972 年東京都生まれ　長野県在住　
長野二紀会会員　日本ペンギン党党員
1997 武蔵野美術大学油絵学科卒業 2006.7 ～ 『週刊さくだいら』にて『さくだいら美術探訪』
隔週連載（2008年 7月から 4週に一度の掲載）2007　信濃毎日新聞短歌欄イラスト担当
たかはしびわのページ http://takahashibiwa.web.fc2.com

第 13回春季二紀展　2017年 3月 10日～ 18日　東京都美術館
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おとなになる
F30 910 x 727 mm
オイルパステル・透明水彩 2016

　今年の 5月、東京で開催された「耳のないマウス」の個展『箱の中に入っ
ているのはどちらか？』のオープニング・レセプション（*1）にお呼ば
れした。ひとしきりゴチになった後、作品について意見交換するダイアロ
グが開催され、肩書的に解説者ということになっていた手前、いらんこと
を話してきました。その中で、〈コーラ〉というものについて少しだけ触
れる機会があったのだが、コーラっつっても、コカとかペプシではない。
中沢新一は『アースダイバー』という連載で、コーラについてこんなこと
を書いている。

　　聖所のことを、古代のギリシャ人は「ヒエラ・コーラ」（神聖なコーラ）
　と呼んでいた。「コーラ」ということばは、ふつうは「場所」と訳され
　るが、このことばにはもっと深い意味が隠されている。
　コーラは、この世界のものではないなにかが出現してきたときに、それ
　を保護する受容器なのである。その意味では、母親の子宮とよく似てい
　る。そのためコーラは万物の子宮であるともいわれている。（*2）

　というわけで、何かしら目には見えない生産力の源泉を昔の人はコーラ
と呼び、生産をもたらす聖なる力が枯渇しないようにコーラ周辺の自然環
境を守り育ててきたというのである。このコーラ、耳マウスの作品とどの
ような関係にあるのか？　何度か述べてきたように、耳マウスのコンセプ
トに「人間性の棄却」というべきものがある。「人間らしさ」というもっ
ともらしい規定は、人間を何らかの目的に奉仕する便利な道具として記号
化し、その内実を剥奪する外的な押しつけである。人間のみならず、あら
ゆる実在が、恣意的な基準で意味と無意味、価値と無価値に分類され、何
者かの観念するところ、思うがままに取り扱われるという暴力的な事態に
対する異議申し立てとして、耳マウスの作品は端的に無意味であり、無価
値なのである。それが時として鑑賞者に恐怖を与え、ともすれば理解不可
能だと文句も出た。耳マウスの『カタツムリ』シリーズは東京につづいて
志賀高原ロマン美術館（長野）でも展示されたが、「展示室に入ったとた
んに後ずさった」「本当に人が倒れているかと思って心臓に悪かった」「人
が死んでいると勘違いされたらどうするのか」（*3）などなど、作品の死
体じみた外見（カタツムリの身振りをした人型マネキンが倒れている）が、
予備知識のない人たちにかなりのインパクトが与えたことが、これら鑑賞
者の証言からもうかがえる。まず自らが思惟し、現実もまた思惟の通りで
あるならば、世界は観念と同一のものである。しかし、そんな世界は（仮
にあるとしても）精神の中にしか存在しない。精神の観念化作用の及ばな
い外的な実在というものは、こちらの期待に応えて微笑み返してくれなど
しない。実在はわれわれの意味期待をたえず無効化するのである。である
からこそ魅力的で、同時におぞましいのだ。
　さて、聖なる子宮としてのコーラは、端的に実在である。そこを人間の
ために開発しようだとか、その場所を有用に活用しようだのということは

コーラ講義
服部洋介

Yosuke HATTORI 1976 ~

（*1）3331 Arts Chiyoda（東京）、2016 年 5月 19 日。
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許されない。生産の期待できる土地をあえて人間以外のモノのために手つ
かずのまま放置するという豪奢な蕩尽、それに供される場というものは、
不毛と死の体系に属する〈呪われた場所〉でもある。しかし、この聖なる
呪いの地をそのままにしておかないと、結局は災い（たたり）がふりかかっ
て、生産の体系が打撃をこうむるので、人はコーラから得られる利得を放
棄してでも、そこをそのままの状態で保存しなくてはならない。このよう
に、生産活動が生産外的な聖性によって保証されているという状況は、傍
目には奇妙に見える。
さて、ダイアログの記録を読むと、私はこんなことを言っている（なお、
ナマだとあまりに言ってる意味がわからんので、ちょっと文章として整理
してみた）。　　

　　〈たたり〉が起きた時、どういったことをすれば、〈たたり〉が収まる
　かというのは、経済的な有効性の範囲では測れない部分があります。例
　えば日本の神社なんかはそうですけれども、禁足地といって、立入禁止
　の神聖な領域がありますよね。そこは、まさに人間が使えないようにし
　ておく、無用にしておくことによって〈たたり〉が避けられるという非
　常に奇妙な構造になっています。（*4）
　
　生産を企図する観念が、実在に働きかけて現実に生産を得るという応報
関係が成り立つとき、観念と実在との間には正の記号関係が成り立ってい
る。現実は思惟の似像であり、実在は観念の申し分ない代理品である。い
わば実在は、俺様の言った通りに何でもやってくれる都合のいい子分であ
る。しかし、子分から搾取しすぎると、そのうち謀反が起こるので、俺様
も少しは実在に敬意というものを払わなくてはならない。謀反のうちに成
り立つのは、負の記号関係である。俺様の忠実な代理をしてくれない記号
など、何の役にも立たないダメ記号である。しかし、俺様と記号は直接に
イコールではないので、現実には誤伝が発生する。ある人の思惟を言葉に
し、さらに文章にまとめたとしよう。だが、受け手が語り手の真意を理解
できるとは限らない。記号は常にオリジナルの意味を代理できるとは限ら
ない。よほど念入りに脅しつけておかないと、いつしか勝手な意味が独り
歩きするような事態が惹き起こされかねない。このような記号の反逆を、
デリダにならって私は代補〔supplément〕と呼ぶ。（*5）観念にとってか
わる実在、それが代補だ。
　科学技術が発達してくると、人間は実在としての自然を意に介すること
なくこれを道具化し、正の記号化を押し進めるようになった。しまいには、
人様まで都合のよい道具にして、「人間とはこれこれである」と外的な規
格で画一的に取り扱うようになった。それはそれで昔からあったことだが、
近代に入るとその規格の根拠はますますもっともらしくこしらえられるよ
うになり、その効果も目に見えて華々しいものであったため、およそ規格
にあてはまらない不合理で無駄なもの、理屈のうまくつけられないもの、
生産性や能率に換算できない「それって金になるの？」的なものは弾圧さ
れ、外的な規格こそが人間の内容であるかのように、規格と実質の立場が
入れ替わってしまったのである。人間の〈自由〉ということが問題となる
時、こうした規格は必要最低限であるべきであろうし、そうした規格が適
用される時間的・空間的な範囲も最小限であるべきであろう。しかし、規
格の適用範囲を拡大することで、実在を効率的に観念化することができる
のも事実であるから、「俺様の言うとおりにしてればいいんだ、貴様の意
見は関係ない」的な軍隊的ルールの押し付けは、案外、効果絶大なのであ
る。反対しようものなら「じゃあ、それで数字が上がるのか？　もうかる
のか？」と怒られる。そう言われたら抵抗は不可能だ。あとはキレるしか
ないね。そうならないように、現在では「もうかるからってパワハラはダ
メよ？」という新しい超規格を作って、過度の観念化自体を違法化するこ
とにしたのだが、それでも「パワハラしないほうがもうかりますよ」とし
て「もうける」こと自体は合法であるとは保証しなくてはならなかった。
いずれにしても、もうけるためには実在の怒り、すなわち〈たたり〉をな
だめておく必要がある。これはコーラ的な構図である。ある観念が実在を
記号化する過程を成就するために、自らの欲望を裏切って実在の側に譲歩
する、そのシステムが供犠なのだ。そのために、観念側は自らの支配力と
生産力の一部を犠牲にしなくてはならない。耳マウスのコンセプト設計を
担当した松田朕佳は、実在に残されたその特権的な場、コーラを足場とし
てミヒャエル・エンデの言葉「ファンタジーは人間に備わるアナーキーな
力である」（*6）を実践に移す。その領域こそが、中沢がいう「いままで
この世界に属していなかったものが（…）この世界に「あらはれる」」場
としてのコーラなのだ。（*7）
さて、このコーラ、すでに見たように「万物の子宮」であるといわれてい
る。これを宇宙的な規模に拡大したのが、パラケルススのマトリクス（子

宮）という概念だが、これは原物質〔Yliaster〕とかカオスとか呼ばれる
無規定のグチャグチャで、可視的な世界に新しい存在者が送り出されるた
めには、このグチャグチャがなくてはならない、ということになっている。
規定されたものはすでに存在するものであって、ゆえに規定可能なのであ
るから、新しいものは無規定でなくてはならないというのは、まあ、考え
てみれば論理的に当然の話ではある。錬金術の聖人にまつりあげられただ
けあって、パラケルススの宇宙創成理論は、万物照応の考え方のもと、あ
らゆるレベルに適応され、鉱物から人間、はては天体まで、あらゆるもの
が同じ生命原理によって互いに対応関係にあることが説かれるのである
が、その影響は、新プラトン主義、クリスチャン・カバラ、ヘルメス哲学、
薔薇十字思想などと習合されて世紀末芸術になだれこみ、松田さんにまで
及んでいる。彼女が描くのは、無生物どころか言葉にもある種の疑似生命
的な機構を見出す言語的錬金術というべき世界観である。松田は、ウィリ
アム・バロウズの言葉 “Language is a Virus from Outer Space.” を引き、
次のように言っている。　　

　　（バロウズは）言語は（…）、空間外、宇宙からのウイルスだというふ
　うに言ってて、（…）私たちが生きてること自体が、本当は私達が生き
　　ていたいわけじゃなくて、こうやって飛び交ってる言語がそれをどっ
　かに連れていきたくて、私たちにしゃべらせたっていうんだけど、じゃ
　あどこに連れていきたいんだっていったら、宇宙に連れていきたいから
　こんだけ宇宙開発をしてるんじゃないかなっていう。じゃなければ、別
　にそんなに宇宙に興味を持たなくてもいいはずなのに、これだけお金か
　けて、「宇宙行きたい、宇宙行きたい」ってやってるというのは、言葉
　が宇宙に還りたいんじゃないかっていうふうに思ってて。（*8）

　言葉が人間の行動を駆り立て、言葉の使用者であるところの人間を逆に
記号化するという事態から導かれるのは、言葉こそが観念の本体であり、
人間の意志はそれに対応する単なる模像、代理品にすぎないという転倒し
た世界像である。パラケルススからすれば、人間とは宇宙そのものの原物
質である「塵」（リンブス〔limbus terrae〕）から創造され、神の似像を刻
印された存在であるから、いわば神のコピーであり、何がしらの神的な精
神が人間の中でも働いており、その意味で人は神というイデアルな実体と
対応関係にある。他方、松田の世界では、どうやらわれわれの実体は言葉
であり、われわれは言葉や概念に刻印された、言葉の似像というべき存在
にすぎないようだ。われわれは言葉によって観念化され、いいように操ら
れているのである。
　さて、ここでちょっと歴史をさかのぼってみよう。宇宙生成論における
コーラの問題を最初に提起したのは、プラトンの『ティマイオス』だった。
どこぞのあの世にイデアルな実体があって、その模像が刻印されることで
可視的な感性界にイデアのコピーとしての個物が生み出されるというの
が、プラトンの想定した現実世界の仕組みだった。すると、イデアの模像
を実際に打刻される側のモノってのは、理屈からいうとナニモノでもない
ナニかでなくてはならないということになる。『ティマイオス』では、イ
デアを父、感性界に存在する個物を子にたとえ、イデアと個別の存在者は
ともあれ似ているとしながらも、イデアの模像が刻まれるナントカという
ものについては、「何にも似とらんで？」ということで、とりあえずこれ
を母と名づけている（母差別だな）。これがコーラだ。コーラが何かしら
規定された形をしていたら、イデアのイメージを受け入れることはできな
い。これをプラトンは「いろいろなものに作り替えられる黄金」にたとえ
て書いている。黄金は、牛にでも馬にでも、あらゆるものに自由に加工で
きる。だが、生成の過程において、その都度のブツを指して「これは牛で
す」とか「馬です」と呼ぶのは適切ではなく、とりあえず「黄金です」と
答えるのが安全だというのである。この黄金がコーラだ。あらゆる形を受
け入れる「受容者」としてのコーラが、父にも子にも似ていないのは、論
理的に当然といえば当然である。

　　この場合、象られてつくられる像が見た目にありとあらゆる多様性を
　呈しなければならないことになっているのだとすると、そういう像がそ
　の中で象られて成立するところの、その当のもの（受容者）自身は、お
　よそ自分がどこかから受け入れるはずのどんな姿とも無縁だというので
　なければ、受け入れるものとしての準備がよく整っていることにはなら
　ない、ということです。
　（『ティマイオス―自然について―』50D～ E）（*9）

　これを記号問題、つまり、〈実体 - 観念〉、〈記号〉、〈代補 - 実在〉とい
う三者問題として考えてみよう。ロゴス中心主義的に、イデアや実体とい

うものを発話者の思惟とすれば、記号や代補というのは、その言葉である
とか文章、そのまた引用文とかパクリとか、そうしたものまで含む、広範
な差延体を形成するのであって、そこで何が起こるのかということを考察
するためにコーラという比喩を用いるというのは、なかなか面白いことな
のである。
さて、このコーラ問題に取り組んだ歴代哲学者を見てみると、ハイデガー
が妙に高く買っていたシェリング、ハイデガーに妙な影響を受けちゃった
デリダ、あとはクリステヴァなど、〈内部-外部〉問題の関係者が散見される。
〈内部 - 外部〉というのは、ごく端的にいうならば、実体と記号、主観と客観、
観念と実在など、優越的な立場を与えられた A（内部）と、劣位にある非
Aであるところの B（外部）の境界のことで、オリジナルであるところの
Aに対し、再現性に劣る模像であったり、いうことを聞かない他者であっ
たり、はっきり認識できない存在であったり、無規定でカオスのものであっ
たりするのが Bだと考えればよい。その上で、多かれ少なかれ Aと Bに
おける境界の決定不可能性に言及してきたのが、上の三人ということにな
る。ひとまず、紙幅の都合もあるので、時代的に離れたシェリングは割愛
します。大体、あまりに天才すぎたのか、シェリングはハイデガーをもっ
てしても難解で、彼の『シェリング講義』を訳した木田元なんかは「ハイ
デガーも難しすぎてときたま投げている」（*10）みたいなことを言って
いるし、ロマン主義研究の大家であるバーリンも同意見だった。（*11）
そのくせ、今日的には無価値と思われているのか、学生時代、通年講義の
「哲学」の前期の試験はヘーゲル、後期はシェーラーとゲーレンだった。
やはり、時代遅れの新スピノザ主義がダメだったのか……。
　そうしたわけで、まずはクリステヴァ『恐怖の権力』から彼女のコーラ
論を見てみよう。クリステヴァによると、コーラとは、ナルシシズムにお
いて主体が自らを外化し、対象と化すことで、他者を排斥する退行的な心
理空間のことを指している。（*12）クリステヴァによると、自我と、《い
まだ自我でないもの》（対象）を相関させる欲動が「コーラ」と名づける
空間を形成する、という。この欲動は自我と非 - 自我（対象）、すなわち
内部と外部を反復し、しまいには〈他者〉（対象）と結びついて、自我自
身を別の主体へと追放し、記号化してしまうというのである。自我という
内部 Aが、自身の固有化のために切り離してきた外部 Bへと知らず知ら
ずのうちに失墜し、自己を喪失する境界不明の場がコーラなのだ。他者と
は意のままにならない実在であり、観念はそこに働きかけ、認識し、他者
を自己に同一化させようとする欲望を抱く。そのようにして、観念は自ら
が主観化しうる領域を画定し、自我として境域化するのである。子どもな
んかは泣き叫べばいつでも大人が言いなりになってくれると勘違いしてい
るが、ンなバカなことはありえない。〈他者〉はいうことなんか聞きゃし
ない。大人になっても何でも大声で呼び立てれば他人様がすっ飛んでくる
と思い込んでいる人がいるが、ンなテレパシーやサイコキネシスみたいな
ことはありえないんで、早く自我領域の限界を悟っていただきたいもので
ある。
　それはそうと、なるほど、世界の中に現れるのは常に〈他者〉であり、
自己ではない。欲望と認識の主体である私たち自身が、その対象として世
界に現れるとき、それは確かにいわゆるそこらの〈他者〉とは異質のもの
である。ナルシシズムとは、私たち自身が世界に「あらはれ」（*13）る
異常事態なのだ。そこで私は、私自身を欲望の対象として探し求めること
になるわけだが、魅惑の対象としての私自身は、一方では Aから転落し、
わけのわからん薄汚れた Bに変質し、空洞化しているともいえる。この
二重化された状態こそが危機なのだ。もはや Bは Aの制御できない代補
として暴走を開始し、代補こそが実体のありようを規定することになるの
である。世界に現れた代補は、もはや実体の反映ではない。実体が代補に
憧れ、代補のようにふるまおうとするのである。ナルシシズムを反映した
芸術のありようについては、目下執筆中の『ハイパー・アート・レクシコ
ン』に詳しく書いているところなので、これくらいにしておこう。ボード
リヤールがいうように、とりわけ写真はナルシシズム的な欲望を痕跡化す
る装置である。これは大変に興味深いことだ。
　一方、デリダは、ティマイオスの存在論に立ち戻ってコーラを考察する。
それは、イデア的なものでも感性的なものでもない。すなわち、〈実体〉
でも〈記号 - 代補〉でもない。すなわち〈存在〉ではないものと定式化さ
れる。イデアと影は対称性をもっている。平たくいうと、父と子のように
「似ている」。子は父の代理記号として、アレゴリー的な規定のもとに置か
れている。ところが、母なるコーラは、そのいずれの領界にも属さない、
非存在なのである。デリダ曰く、コーラは「存在論的なるものの中に受け
容れ可能な存在者の、すなわち叡知的なあるいは感性的な存在者の諸性質
をそなえていない」。（*14）
　ところが、実体がコーラに自らを刻印することで生み出される記号とい
うものは、プラトンがいうように所詮は模造品である。しかし、逆にいえ

ば、模造品のあるところ、必ず実物もあるわけである。感性的に存在する
ものにはすべからく叡知的な実体も存在するのである。観念論的にいえば、
われわれの観念が認識しうるものはすべからく実在として存在するわけ
で、観念が先か実在が先かはともかく、実体と記号というのは不可分の総
体であり、さらに記号は実体によるアレゴリー的な規定から逸脱して、代
補ともなりうるのであるから、実体と代補はそれぞれを極とする広範な差
延体を構成するのである。現に存在するものは、それぞれに個別の〈存在
者〉である。ところが、〈存在者〉がそれだけで世界に存在するというこ
とはありえない。ヴィトゲンシュタイン風にいえば、個物は名辞である。
しかし、世界は名辞の寄せ集めではない。それらが結びついて何事かを構
成しているという事態、さらには事態が集まって構成される事実、すなわ
ち命題の集合体なのだ。個別の存在者、地球や宇宙といった巨大な可視的
存在も含め、それら存在者が占める場のことをコーラと呼ぶのである。
　この場において、あらゆる存在は差延体として扱われることになる。も
し、差延が生じなければ、実体と記号は同格であるし、そもそも実体が記
号を展開するような事態にもならなかったであろう。実体のイマージュは
コーラにおいて刻まれ、反射され、記号へと写し取られる。この過程で記
号は実体の劣化した影として規定され、ズレ方によっては代補として独自
の強度をもつことにもなる。これはほとんど自動的な過程であって、どの
ようにズレるかは可能性の問題だが、コーラを介し実体と記号の間にズレ
が生じること自体は、記号関係における必然的な形式なのだ。記号とはま
さに実体の影であるとの定式から、これは論理的に当然の帰結である。記
号とはズレるものなのである。そのズレのプロセス、その総体のすべてを
デリダはコーラと呼んでいる。実のところ、実体と記号というプラトン的
な階層的二項対立の図式を用いつつも、実体と記号がともに存在であると
いうことを認めるという一点において、両者はともに「固有のもの」とし
て、コーラにおける非固有性から区別され、同等の地位を与えられている
ことに、私たちは注目すべきであろう。「アンチ・アートという言葉には
いささか悩まされる。というのは、あなたは反対（アンチ）か賛成（フォ
ア）かという時、それは同じものの二つの面であるからだ」（*15）とす
るデュシャンの苦境は、フレーゲないしヴィトゲンシュタインから示唆を
得たものかも知れないが、実体に対する記号、ないしニセモノ、アンチと
いう対極は、ともに固有の場を占める存在であって、結局は固有性に対し
絶対的な非固有性を有しないのである。反アートなるものは、アートの存
在を先決的に肯定しているにすぎない。当然、アートは〈反・反アート〉
なる二重否定であるから、反アートの存在を前提にしている、ということ
になる。
　今や問題の核心は、イデアルな固有世界からマテリアルな固有世界を媒
介的に引き出す（あるいはその逆）コーラの性質にある。そこには、実体
なり主体なりが自らを知るようにして実在なり対象なりを知りえないこと
（観念論的不可能性）、そして、対象を知るようしては自身を知りえないと
いう（唯物論的不可能性）、決して外部化されえない意識体験の全過程が
横たわっている。『Touch with Skin　内在する触感』展において『カタツ
ムリ』シリーズを取り上げた志賀高原ロマン美術館のキュレーター・鈴木
幸野氏の企画意図もこの問題圏内にあった。その「科学的に解明しえない」
「説明困難な」「主観的な体験」を彼女は〈内在する触感〉と表現している。
（*16）科学ってのは素朴実在論なので、外部化できない事象は取り扱わ
ないのである。近い将来、われわれが意識している何かしらの観念を外部
からモニタリングする装置が開発されることは想像に難くないが、これ
じゃまったく解決にならんのである。私が私の思惟をモニタリングしてい
るという体験自体をさらに外側からモニタリングできないと、意識を外的
対象と同じく経験的に観測したことにはならないのである。この超意識、
超認識にしたところで、それをさらに外部から観測するハイパーな意識に
よってしか意味づけられないため、ヴィトゲンシュタイン的な独我論の可
能性を論じ始めたら無限後退に陥るわけである。物理的触感によってわれ
われは他者との連続性を認識する一方、精神においては不連続な隔たりを
確認する。この分裂した、しかし分離不可能な自他関係を、それぞれの角
度から少し詳しく見ていこうというのが、哲学だったりアートだったりす
るわけだ。
　われわれが意識において体験する世界の非連続的性質は、差異や多様性
といった見かけをとってあらわれるが、複数の個我における個別の体験を
一つの絶対的知識に統一することは、普通に考えて困難である。形式化さ
れた学問である物理や数学が得意な〈東ロボくん〉が、文系科目では壊滅
しちゃうのもそこに原因がある。開発代表の国立情報学研究所の新井紀子
博士は「東ロボくんは、雨が降ったら困るから傘を差さなくっちゃ、みた
いな人間なら当たり前の思考ができないのよ」と困っていたが、人間だっ
て傘なんか差さない奴はいるからね。どのレベルから傘を差せばいいかに

耳のないマウス
『箱の中に入っているのはどちらか？』展
ダイアログ
2016
オープニング・レセプションに付随して
行われた作家との対話
3331 Arts Chiyoda（東京）

ついては、ファジィ論理を適用すればある程度は解決できるが、そもそも
の問題は、東ロボくんが雨だの傘だのの名辞、あるいは文章全体の意味を
理解せずに発話する形式的語法〔formal mode of speech〕に頼っている
ところにある。新井教授がゲロったところでは「実は中坊どもが国語の問
題に答える時もそうなのよ」……いや、私だって意味も知らずに〈アート〉
という言葉を使っているという意味では、まったくの形式主義者である。
〈アート〉という語と結びついて使われる他の語やイメージを、前例にな
らって組み合わせることによって文章を書いているわけである。まったく
チョムスキー的な事態である。文法性は意味には関わらない。文法が正し
ければ文章は書ける。文章というのは意味がなくても書けるが、文法を欠
いては成り立たないのである。よって、国語の試験によくある「登場人物
の気持ちとして正しいものはどれか」的な設問には答えようがない。『カ
タツムリ』もまた各人の個別的体験から引き出される意味のバラつきを利
用した作品であり、ヤニス・クネーリスのコーヒー豆作品『無題』（1969
年）と同じ構造をもっている。これを形式主義で解読することは不可能だ。
カタツムリのジェスチャーに対応する数億通りのイメージを登録しても、
直接体験においてなぜそのうちからいくつかの特定のイメージが喚起され
るのか、今のところその必然的な説明ができないのである。東ロボくんの
コンピュータビジョンを進化させて『カタツムリ』を特徴量抽出によって
形式的に認識させれば「これはカタツムリの身振りをした人の形をしたモ
ノが倒れているところです」ということがわかる。で、これが芸術作品か
どうかをどう判断させればよいのか。じゃないと、ビビって逃げちゃうか
もしれない。同じ理屈で、デュシャンの『泉』（1917 年）と同型の男性
用小便器の見分けも不可能だ。だが、忘れてはいけないが、キャプション
でもついてない限り、人間にもそれは不可能なのである。不可解なことに、
この唯名論的な事態のうちにも、人間は芸術鑑賞の愉悦を見出すことが可
能なのであるが、そうしたハイブロウ・アートの規格を支える特別な根拠
というものを、東ロボくんは理解できないのである。大衆もまた、アート
なる階級制度によって記号化されたアーティストたちとは異なり、この規
格がピンとこないのである。だが、こうした規格はあちこちに潜んでいて、
話はアートにとどまらない。現実世界でも、識者の甘い予想を裏切ってト
ランプが次期大統領になっちゃったりと、これまでエリートからいいよう
に記号化されてきた大衆が反逆に走るという、かなりホラーな事態が出来
してしまった。これってのもグローバル資本主義や普遍主義といった見か
け上形式化された統一規格の押しつけについていけない人たちがブチ切れ
ちゃった結果といわれている。この問題については「絵を描くことはイキ
まくること」（『branching-08』2014 年）の中ですでに書いた。そして、
そういう人たちが何でか排外的で閉鎖的な境域に回帰したがる危険性につ
いても書いた。そうした集団心理が新たな規格を作り出し、周縁としての
実在から意味同化の中心である観念の地位へと代補的に返り咲くのであ
る。
　そんなわけで、東ロボくんには、まずマネキンと人間を見極める装置を
つけてもらうことから始めてほしいですね。なんだろう、非接触型の赤外
分光法とかのやつでしょうか。そんな夢の AI ロボットですが、そこはわ
れらが信州大学工学部の山崎研究室に期待しようではありませんか。画像
認識技術をはじめ、〈アルファ碁〉に搭載されて威力を発揮したディープ
ラーニング等に興味のある人は、さっそく願書を書こう。なお、研究室の
主である山崎浩博士（数学数理形態学）は、呼べばたまにアートな催しに
も来てくれるので、ぜひお呼び立てして話を聞いてみよう。
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特別なイベント

塚田辰樹
Tatsuki TSUKADA 1986~

　発達した低気圧が近づいていた。帰郷する私は、どうしてもその地域
を突っ切らなければならなかった。乗っていた新幹線が熊谷へ差し掛か
ると、そこは入道雲の真下、空は掻き回されたように黒々としていた。
車内にいても雷鳴は聞こえ、徐々にその音は大きくなる。チカッと目に
入る光はしかし稲妻ではなく、雲間から差し込む陽射し。天使の梯子か
ら雷鳴が聞こえる様は壮観だった。
　置賜で見た、水田の向こうへ続く乾いた雲。犀南で見た、山の向こう
で蠢く湿った雲。

　鳩ヶ谷では見られない空である。

　今の土地で自然の美しさを堪能するなど望めないし、そんな場所なら
住人はもっと文化的観念ってものがあるだろう。と心の中で毒づき、そ
んな自分にも嫌気がさした。転職を機にここへ来たが、何かをなくして、
代わりに得るものがある 1年だった。こちらと故郷で行き来して、ある
ものに満足し、ないものをねだって生活している。おそらく、同じ場所
へ居ついて、そのまま一生を終えることはないだろう。地に足のつくよ
うなつかないような、宙ぶらりんの状態だ。

　車窓をまたたく間に流れていく電柱を眺め、やおら雑誌を開き、深く
息を吐ききった次の瞬間、真横の電柱が激しく火花を散らした。
　その轟音と閃光にひるみ、落雷したのだと理解するには一瞬の間が
あった。

　鬱々とした心境の中で体験した偶然。時速 200kmで走行する車内か
ら、秒速 200kmの落雷が、真横に現れた電柱へ落ちるのを見た。

　同時に、ある映画とその一節を思い出していた。ある家族のそれぞれ
の人生が描かれ、主人公である長男が、少年から青年へ成長していくま
でのストーリー。
　物語がラストに近づくと、こんなシーンがある。女としての幸せな人
生を送ろうと努力したが、離婚を繰り返した母親が、私の人生には何も
ないと嘆く。「特別なイベントなんて結婚と葬式、そして子育てだけ。
これがこの先の人生も続いていくの。私の人生はなんだったのよ」と。
対して、進学して大学で写真を学んでいる主人公は、人生には大したイ
ベントなどなくても、身の回りは小さな奇跡で溢れていることに気がつ
く。大学で出会った女性にこう言われるからだ。

　　「どうして写真家はみんな、 “一瞬を逃すな” っていうの？　
　　　私はこう思うの……
　　　 “一瞬は私たちを逃さない” 」

　　　　　　　　　　　　　－『6才のボクが、大人になるまで。』より

塚田辰樹　Tatsuki Tsukada
1986 年長野市生まれ
川口市在住
DTPオペレーター /DTPデザイナー
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- 未来の音楽が単旋律になったとしても私は驚かないだろう。それともこれは単に、複数の旋律をはっきりと思い描くこと
が私にはできないからなのか？いずれにしても古い偉大な諸形式（弦楽四重奏曲、交響曲、オラトリオ、など）が何らか
の役割を果たしうるだろうとは私には考えられない。何かがやってくるのなら、それはー私が信じるにー単純でなければ

ならない。透明でなければならない。ある意味で、裸でなければならないのだ。-
193010/4 ／ウィトゲンシュタインの哲学宗教日記 1930-1932/1936-1937

Passing through this world straightforwardly filling 
every minute of existence with deep cognition and 
self-reference is not my thing. I would rather cut 
through at an angle-though not necessarily accelerated 
to meteor-like swiftness. I would rather take my time 
meandering through the interstices of time and 
space,gazing about, making mistakes, and keeping 
dissociated. My path should be one of contradiction 
and beauty, the distillation of my entire existence.

山
羊
が
屠
殺
人
を
見
つ
め
る
の
は
、
屠
殺
人
を
殺
す
希
望
を
抱
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ー
「
イ
ボ
族
の
諺
」
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
／J.M

.G.

ル
・
ク
レ
ジ
オ

　
ち
ょ
う
ど
、
そ
こ
に
台
に
取
り
付
け
た
望
遠
鏡
が
出
し
て
あ
る
。
す
こ
し
暗
く
な
っ
た
が
、
出

て
み
よ
う
。

　
望
遠
鏡
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
内
部
を
な
す
と
こ
ろ
の
領
域
の
中
に
、
外
部
を
な
す
と
こ
ろ
の
領

域
を
実
現
し
、
こ
の
内
部
を
な
す
現
実
が
、
ま
さ
に
内
部
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

「
し
て
み
る
と
、
き
み
は
リ
ア
リ
ズ
ム
は
謂
わ
ば
倍
率
一
倍
で
、
外
部
の
実
現
が
内
部
の
現
実
と
接

続
す
る
と
き
、こ
れ
を
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
。
と
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
な
。
そ
れ
に
し
て
も
、

倍
率
一
倍
の
望
遠
鏡
が
つ
く
ら
れ
る
ま
で
、
ど
う
し
て
七
十
年
も
か
か
っ
た
の
だ
ろ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
者
の
眼
／
意
味
の
変
容
／
森
敦

Comme les pleurs muets des choses disparues,Comme les pleurs tombant de l’ oeil ferme des morts,Dans le deuil, dans le noir et le vide des rues!
Georges Rodenbach

朝、詩を書く男。素敵と云えば素敵だ。
誉めてあげたいようなところもある。でも、同時になんだかこっちが恥ずかしくなるようなところもある。
David Benioff Shifting my gaze from the heavens to the Earth, I feel the weight of time written in the seemingly 

random structure of the soil and mineral layers beneath it. Many times I have driven out to read 
the movements of the earth’ s crust from such exposed layer and used the impressions that flood 
in as my conceptual guidelines. In my studio, I illuminate the samples that I have brought back 
with me so that light reflrects off them to fill the room with the stories that they have to tell. I back 
in their rays as they speak to me. 　
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逆流する橋幸夫のメロディー
青い蒙古斑のあたりをけっとばされて

まぶたをこすりながら
おれは立ちいでた

はりついた血液がとけて頭蓋に灯がともるころ
かすかに見えた

のたうつ日本列島の背骨
正倉院の御物が下半身を腐らせにらみつけている
むき出しの魂が抒情の河原で昼寝をしている

逆流する／吉増剛造
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見
つ
め
、

わ
た
し
た
ち
を
夢
見
て
い
る
の
だ

か
ら
。
世
界
が
わ
た
し
た
ち
の
こ

と
を
反
映
し
、
世
界
が
わ
た
し
た

ち
の
こ
と
を
考
え
る
。
こ
れ
が
根

本
原
則
だ
。

消
滅
の
技
法
／
ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ド

リ
ア
ー
ル

　肉体の一点から詩が入ってきて、私は誕生した。色は真紅とでもいっ
ておこう。獣眼が覗きこむ修羅。私は通行されるものである。産道か
ら歩きだして、全く途方もない宇宙の駅に立ったものだ。
太陽は赤道植物園に堕落した。「白人の裸体」という種族が住んでいる、
獣眼のもっとも淀んだ場所で、産婆が洗面器を洗っていた。
　　　　　　　　　　　　　　宇宙駅から北方へむかって／吉増剛造

　映画は、記号とイマージュのアレンジメントです（サイレント映画でさえも、やは
り言表行為の様々なタイプを含んでいる）。私が映画について試みているのは、映像と
記号の分類の作業です。例えば、運動イマージュがまずあり、これが知覚イマージュ、
情動イマージュ、行動イマージュに分けられます。もちろんもっと他のタイプのイマ
ージュもあるでしょう。それぞれのタイプに、様々な記号、声、言表行為の形態が対
応するのです。こうして巨大な分類表が必要になります。様々な巨匠たちが、それぞ
れ独自の傾向をもってこれに参加しています。
　　　　　　　　　　　　狂人の二つの体制／言語をめぐる宇野への手紙／ジル・ド

　
ぼ
く
の
見
る
悪
夢
は
厳
密
で
、
幾
何
学
的
だ
。
簡
略
に

し
て
、
恐
ろ
し
く
し
つ
こ
い
内
容
と
決
ま
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
渦
巻
き
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
そ
の
中
心
ま
で
運
び

去
ら
れ
る
夢
と
か
、
目
の
前
に
何
本
か
直
線
が
あ
っ
て
、

一
つ
の
線
分
を
他
の
線
分
と
置
き
換
え
た
り
、
絶
え
間
な

く
修
正
を
加
え
て
悪
い
部
分
を
消
し
た
り
し
な
が
ら
、
全

体
の
構
造
を
変
え
る
為
た
め
に
際
限
な
く
努
力
を
重
ね
る

夢
と
か
だ
。
こ
こ
数
日
、
ダ
ー
ツ
ば
か
り
や
っ
て
い
る
せ

い
で
、
夜
の
あ
い
だ
も
、
眠
り
に
表
面
に
、
的
の
イ
メ
ー

ジ
が
執
拗
に
浮
か
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。

直
角
三
角
形
の
斜
辺(65)

／
浴
室
／
ジ
ャ
ン
＝
フ
ィ
リ

ッ
プ
・
ト
ゥ
ー
サ
ン


